
（単位：千円）

区　　分 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

一 般 会 計 15,788,120 15,598,266 15,314,689 15,850,771 17,349,188 17,934,314 18,325,806 17,420,334

特 別 会 計 7,953,622 7,720,923 7,628,381 1,994,021 2,027,277 1,990,161 1,910,267 1,868,570

企 業 会 計 3,199,855 3,146,610 3,033,335 8,662,238 8,324,717 7,839,626 7,532,380 7,326,078

市　債　合　計　Ａ 26,941,597 26,465,799 25,976,405 26,507,030 27,701,182 27,764,101 27,768,453 26,614,982

※令和元年度までの特別会計は公共下水道事業及び錦町土地区画整理事業、企業会計は水道事業及び病院事業。

　令和２年度以降の特別会計は錦町土地区画整理事業、企業会計は水道事業、病院事業及び公共下水道事業。

蕨市土地開発公社　Ｂ 3,364,628 3,106,948 2,851,644 2,595,317 1,340,043 1,250,040 1,166,566 1,166,566

合　計（Ａ+Ｂ） 30,306,225 29,572,747 28,828,049 29,102,347 29,041,225 29,014,141 28,935,019 27,781,548

市　債　等　残　高　の　推　移（年度末）

　市では、施設整備など、一度に多額の資金を必要とする場合、「借金」を財源とする場合があります。ご家庭でも、家を建てるために、住宅ローンでお金を借りる場合があ
るように、市でも市民サービスをするために、1会計年度を超えて借りるお金が市債です。

　土地開発公社は地域の秩序ある整備を図るため、必要な公有地となるべき土地を市に代わって先行取得してきており、その取得時の借入金残高は次のとおりです。この借入
金については、市が債務負担行為を設定しており、市の将来的な財政負担となるものです。


